
 
特定保健指導による検査値等改善効果の具体的な検証方法について 

 
（１）検討する課題について 
  特定保健指導を受けたことによる医療費適正化効果をＮＤＢを用いて検証するに当たり、特定保健指導による検査値及
び行動変容に対する効果については、以下の課題に着目した検証を行ってはどうか。 
   １．糖尿病 
   ２．循環器疾患  
   ３．喫煙 
   ４．行動変容に対する改善効果 

課題 検証する検査値等 

糖尿病 空腹時血糖値、ＨｂＡ１ｃ 

循環器疾患 ①脂質異常 
 ＨＤＬ－ｃ、ＬＤＬ－ｃ、ＴＧ 
②高血圧 
 収縮期血圧、拡張期血圧 

喫煙 （質問票） 喫煙習慣 

行動変容に対する効果 ①運動・身体活動習慣への影響 
（質問票）１回３０分程度の汗かく運動を週２回以上、１年以上 
      歩行または、同程度の身体活動を１日１時間以上 

②飲酒習慣への影響 
（質問票）飲酒頻度、飲酒量 

（２）検証する検査値について 
 （１）で示した課題に関して、特定保健指導の効果を検証する検査値の指標としては、以下を用いてはどうか。 
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 特定保健指導による検査値の変化を見るため、特定保健指導の支援レベル別で、当該年度及
び翌年度の特定健康診査検査値の平均値と標準偏差を評価する。 

年度 Ｈ２０ Ｈ２１ 

性別 男 女 男 女 

年齢階級別 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 

標準偏差値（ＳＤ） ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ ＳＤ 

ＨｂＡ１ｃ 

空腹時血糖 

ＨＤＬ－ｃ 

ＬＤＬ－ｃ 

ＴＧ 

収縮期血圧 

拡張期血圧 

 
以下の検査値についても検証する。 

体重 

ＢＭＩ 

腹囲 

ＡＳＴ 

ＡＬＴ 

Γ－ＧＴＰ 

前後での比較 及び 対照群との比較で行う分析 

２ 



ＨｂＡ1c値（ＪＤＳ値）については、特定保健指導の対象となった健診の結果から、 
5.1以下、5.2以上～5.5以下、5.6以上～6.0以下、6.1以上 に分類し、支援レベル別で翌年度
の健診結果を比較してはどうか。 

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

翌年度検査結果 
ＨｂＡ１ｃ値 
（ＪＤＳ値） 

 

5.1以下 

5.2以上～5.5以下 

5.6以上～6.0以下 

6.1以上 

例 【当該年度 ＨｂＡ１ｃ ５．２以上～５．５以上の者】 分析のイメージ 

分析方法案 ①－１ 

○ 当該年度の検査値による特定保健指導の効果の違いを検証する。 

【糖尿病】  

前後での比較において行う分析 

３ 



空腹時血糖値については、特定保健指導の対象となった健診の結果から、 99以下、 
100以上109以下、109以上125以下、126以上に分類し、支援レベル別で翌年度の健診結果を比
較してはどうか。 

保険者種類別 市町村国保 

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

翌年度検査結果 
 

空腹時 血糖値 
 

99以下 

100以上～109以下 

109以上～125以下 

126以上 

例 【当該年度 100以上109以下の者】 分析のイメージ 

分析方法案 ①－２ 

○ 当該年度の検査値による特定保健指導の効果の違いを検証する。 

【糖尿病】  

前後での比較において行う分析 

４ 



評価の基礎となる集計として、特定保健指導による検査値の変化を見るため、特定保健指導の
支援レベル別で、特定健康診査における改善状況（維持または改善、悪化）を検証する。 

改善状況 維持または改善 悪化 

性別 男 女 男 女 

年齢階級別 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

ＨｂＡ１ｃ 

空腹時血糖 

ＨＤＬ－ｃ 

ＬＤＬ－ｃ 

ＴＧ 

収縮期血圧 

拡張期血圧 

以下の検査値についても検証する。 

体重 

ＢＭＩ 

腹囲 

ＡＳＴ 

ＡＬＴ 

Γ－ＧＴＰ 

対照群との比較で行う分析 

５ 



当該年度の健診結果及び翌年度の健診結果について、ＨｂＡ1c値（ＪＤＳ値）を 
5.1以下、5.2以上～5.5以下、5.6以上～6.0以下、6.1以上 に分類し、支援レベル別で構成割合を比
較してはどうか。 

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

ＨｂＡ１ｃ値 
（ＪＤＳ値） 

Ｈ２０ 

5.1以下 

5.2以上～5.5以下 

5.6以上～6.0以下 

6.1以上 

Ｈ２１ 

5.1以下 

5.2以上～5.5以下 

5.6以上～6.0以下 

6.1以上 

分析のイメージ 

分析方法案 ②－１ 

○ 集団全体としての有所見率の改善効果を検証する。 

【糖尿病】  

対照群との比較で行う分析 

６ 



当該年度の健診結果及び翌年度の健診結果について、空腹時血糖値を、99以下、100以上109以下、 
109以上125以下、126以上に分類し、支援レベル別で構成割合を比較してはどうか。 

保険者種類別 市町村国保 

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

空腹時 
血糖値 

Ｈ２０ 

99以下 

100以上～109以下 

109以上～125以下 

126以上 

Ｈ２１ 

99以下 

100以上～109以下 

109以上～125以下 

126以上 

分析のイメージ 

分析方法案 ②－２ 

○ 集団全体としての有所見率の改善効果を検証する。 

【糖尿病】  

対照群との比較で行う分析 

７ 



【糖尿病】で示した分析と同様の分析を、【高血圧】【脂質異常症】についても、以下の検査値及びその区分で
行ってはどうか。 
 また、他の検査値（ＢＭＩ等）について、分析①及び②を行った方が良いものはあるか。 

検査値 区分 

収縮期血圧 ＜１２０、１２０－１２９、１３０－１３９、１４０－１５９、１６０－１７９、１８０≦ 

拡張期血圧 ＜８０、８０－８４、８５－８９、９０－９９、１００－１０９、１１０≦ 

【高血圧】  

検査値 区分 

中性脂肪 ＜１５０、１５０－２９９、３００＜ 

ＨＤＬ－Ｃ ＜４０、４０以上 

ＬＤＬ－Ｃ ＜１２０、１２０－１３９、１４０－１７９、１８０＜ 

【脂質異常症】  

検査値（例） 区分 

ＢＭＩ ＜１８．５、１８．５－２４、２５－３４、３５－３９、４０≦ 

他の検査値の例  

８ 



【行動変容への効果】  

運動習慣改善状況  

性別 男 女 

年齢階級別 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

はい→いいえ 

いいえ→いいえ 

はい→はい 

いいえ → はい 

当該年度及び翌年度の質問票による「運動習慣」「身体活動習慣」の変化について比較してはどうか。 

性別 男 女 

年齢階級別 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

吸わない→吸う 

吸う→吸う 

吸わない→吸わない 

吸う →吸わない 

当該年度及び翌年度の質問票による「喫煙習慣」の変化について比較してはどうか。 

喫煙習慣改善状況  

前後での比較において行う分析 

特定保健指導を行うことで、生活習慣改善に関する行動がどのように変化したか、検証する。 

９ 



性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

質問票 
飲酒習慣 

Ｈ２１ 

毎日 

時々 

飲まない 

当該年度の質問票による「飲酒習慣」別に翌年度の「飲酒習慣」の構成割合を比較してはどうか。 

飲酒習慣改善状況  

前後での比較において行う分析 

１０ 



喫煙習慣改善状況  

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

質問票 
喫煙 

Ｈ２０ 
喫煙 

喫煙なし 

Ｈ２１ 
喫煙 

喫煙なし 

当該年度の健診結果及び翌年度の質問票による「喫煙習慣」の構成割合を比較してはどうか。 

対照群との比較で行う分析 

当該年度の健診結果及び翌年度の質問票による「運動習慣」「身体活動習慣」の構成割合を比較してはどうか。 

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

質問票 
運動習慣 
身体活動 

Ｈ２０ 
はい 

いいえ 

Ｈ２１ 
はい 

いいえ 

運動習慣改善状況  

【行動変容への効果】  

１１ 



飲酒習慣改善状況  

性別 男 女 

年齢階級別（歳） 40～44 ・・・ 70～74 40～44 ・・・ 70～74 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 人数 

質問票 
飲酒習慣 

Ｈ２０ 

毎日 

時々 

飲まない 

Ｈ２１ 

毎日 

時々 

飲まない 

当該年度及び翌年度の質問票による「飲酒習慣」の構成割合を比較してはどうか。 

対照群との比較で行う分析 

１２ 



 

 
 
 
 

○服薬による検査値改善効果の影響を考慮するため、「服薬あり」と回答した者※についての取扱いを 
  どうするか。 
    ・分析から除外するということで良いか。   
 ※各検査値に対応する「服薬あり者」。 ＨｂＡ１ｃであれば「糖尿病の服薬」 
 
○その他 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

○ 体重 及び 腹囲 の変化と、検査値の改善効果 との関連を見るため、 

   特定保健指導を受けた者の体重・ＢＭＩ・腹囲の変化率毎に、検査値の変化量を比較する。 
 

○その他、上記のような解析が必要な検査項目及び生活習慣の改善状況の項目は何か。 

体重・ＢＭＩ・腹囲との関連の検証について 

分析にあたって 留意するべき事項等 

１３ 



体重の減少率別  平均変化量 

体重減少率 （％） 増加 ０以上２ ２以上４ ４以上６ ６以上８ ８以上１０ １０以上 

（例）ＨｂＡ１ｃ 

（例）空腹時血糖値 

腹囲の減少率別  平均変化量 

腹囲減少率 （％） 増加 ０以上１ １以上２ ・・・・・ ・・・・・ ９以上１０ １０以上 

（例）ＨｂＡ１ｃ 

（例）空腹時血糖値 

ＢＭＩの減少率別  平均変化量 

ＢＭＩ 減少率 （％） 増加 ０以上１ １以上２ ・・・・・ ・・・・・ ９以上１０ １０以上 

（例）ＨｂＡ１ｃ 

（例）空腹時血糖値 

体重・ＢＭＩ・腹囲等との関連の分析の例 

喫煙習慣改善状況別  平均変化量 

喫煙習慣改善状況  
悪化 

（吸わない→吸う） 
維持 

（吸う→吸う） 
維持 

（吸わない→吸わない） 
改善 

（吸う→吸わない） 

（例）収縮期血圧 

１４ 
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